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原料水の取り扱いについて原料水の取り扱いについて

（社）全国清涼飲料 業会（社）全国清涼飲料工業会

２００９年７月２３日

定義：清涼飲料水とは

炭酸飲料

果実飲料 【食品衛生法】 清涼飲料水とは：果実飲料

ｺｰﾋｰ飲料

茶系飲料
非
炭

清
涼

乳酸菌飲料，乳及び乳製品を除く

酒精分１容量%未満の飲料

【食品衛生法】 ﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀｰ類とは：乳性飲料

ｽﾎﾟｰﾂ飲料

茶系飲料炭
酸
飲

涼
飲
料 【食品衛生法】 ﾐﾈﾗﾙｳｫ ﾀ 類とは：

水のみを原料とする清涼飲料水で、
鉱水のみのもの、

乳性飲料

豆乳飲料

野菜ｼﾞｭｰｽ

料
料
水

二酸化炭素を注入したもの、
ｶﾙｼｳﾑ等と添加したもの等、
水質基準に関する省令の表の中欄に掲げる

ﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀｰ

野菜ｼ ｭ ｽ

水質基準に関する省令の表の中欄に掲げる
事項のうち臭気、味、色度及び濁度に関する
規定を満たすものが、これに含まれるもので
ある と （ 衛食 号）

乳酸菌飲料

乳及び乳製品 あること。 （S61.6.21 衛食116号）乳及び乳製品

酒精飲料
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清涼飲料の分類清涼飲料 分類

清涼飲料水の分類

清涼飲料の製品特性清涼飲料の製品特性
商品(ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ)名 そして

生産者名･販売者名生産者名 販売者名
容器･容量

価格 を確認して購入していただく商品。

◆年間を通じ均質な｢味わい､風味､色､香り｣
◆各社は、独自の高度な加工技術で、均質な
品質を実現している。
◆万一製造毎に｢味わい､風味､色､香り｣が
変われば､異なった商品(ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ)になる変われば､異なった商品(ﾌ ﾗﾝﾄ )になる

出典：各社ホームページより転載
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地元密着型商品（中小企業・製造販売）

出典：各社ホームページより転載

(社)全国清涼飲料工業会の会員企業の内訳(社)全国清涼飲料工業会の会員企業の内訳

大手企業 中小企業 合計

数企業数 75 304 379

割合（％） 19.8 80.2 100.0 割合（％）    

２００９年４月１日現在
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清涼飲料水の市場成長 ('8 6 - '0 8 )清涼飲料水の市場成長 ( 8 6 - 0 8 )
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7,380千ｷﾛﾘｯﾄﾙ 18,307千ｷﾛﾘｯﾄﾙ(約2．5倍), 千ｷ ﾘｯﾄﾙ , 千ｷ ﾘｯﾄﾙ(約 倍)

2008年生産量清涼飲料水生産量品目別比率2008年生産量清涼飲料水生産量品目別比率
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ﾄﾏﾄｼﾞ ｽ
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36% 乳性飲料(希釈用)

その他清涼飲料

出典：「清涼飲料関係統計資料」 社団法人全国清涼飲料工業会刊
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近年のﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀｰ生産量の推移

1,800 ,000

国産 輸入日本ﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀｰ協会調べ

国産 約130万KL（前年比114 4%）
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国産：約130万KL（前年比114.4%）
輸入：約33万KL  （前年比99.7%：ｼｪｱ20.3%）
合計：約163万KL（清涼飲料に占めるｼｪｱ9.3%）
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＜そのままを充填＞ ＜抽出して充填＞ ＜混合して充填＞

清涼飲料水の製造方法

＜そのままを充填＞ ＜抽出して充填＞ ＜混合して充填＞

ﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀｰ ｺｰﾋｰ飲料、緑茶飲料 など ｽﾎﾟｰﾂﾄﾞﾘﾝｸ、ｺｰﾗ など

水 処 理 工 程 （濾過・殺菌・イオン交換などの処理）
井戸から採水

ｺｰﾋｰ 緑茶などより抽出 原水に糖類 添加物 果汁などを混合

井戸から採水
→ そのままを原水とする。

原 水

ｺ ﾋ 、緑茶などより抽出 原水に糖類、添加物、果汁などを混合

濾 過 、場合によって カーボネーション

中 身 液

濾 過
濾 過

中 身 液

ペ ッ ト 、 缶 な ど に 充 填

中 身 液中 身 液

密 封 （ キャッピング 、 缶ブタ巻締 など ）

充 填 後 の 殺 菌 （ 缶 の 場 合 ）

転 倒 殺 菌 （ ペットの場合の容器殺菌 ）

ラ ベ リ ン グ ・ 印 字ラ ベ リ ン グ ・ 印 字

ケース詰め ・ パレタイザー

ミネラルウォーター類（容器入り飲用水）の品質表示
ガイドラインガイドライン

平成2年3月30日 ２食流第1071号 食品流通局長通達
改正 平成7年2月17日 ７食流第398号

品 名 原 水 処 理 法

ナチュラルウォーター 特定の水源から採水された地下水（注１）
沈殿、ろ過、加熱殺菌以外の物理的・沈殿、ろ過、加熱殺菌以外の物理的

化学的処理を行わないものナチュラルミネラルウォーター
ナチュラルウォーターのうち鉱化された地

下水（注２）

品質を安定させる目的等のため、ミネ
ラルの調整 ばっ気 複数の水源

ミネラルウォーター ナチュラルミネラルウォーターと同じ
ラルの調整、ばっ気、複数の水源
から採水したナチュラルミネラル
ウォーターの混合等が行われて
いるもの

飲 水 ボ ドウ タ （飲 適 水（ 度 を除く）） （処 法 限定 な ）飲用水又はボトルドウォーター （飲用適の水（硬度、ｐHを除く）） （処理法の限定はない）

（注１）特定の水源とは、水質、水量において安定した地下水の供給が可能な単独水源をいう。
（注２）鉱化された地下水とは 地表から浸透し 地下を移動中又は地下に滞留中に地層中の無機（注２）鉱化された地下水とは、地表から浸透し、地下を移動中又は地下に滞留中に地層中の無機

塩類が溶解した地下水（天然の二酸化炭素が溶解し、発泡性を有する地下水を含む。）をいう。
○ナチュラルウォーター、ナチュラルミネラルウォーター以外のものに対する「自然」、「天然」の用

語及びこれに類似する用語は表示禁止。
○ボトルドウォーターは（一括表示の中に）採水地を記載することができない。
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原水基準の移り変わり

水道法による基準

清涼飲料水の基準 MW類の基準

食品衛生法による基準

清涼飲料水の基準 MW類の基準

26項目 26項目 （輸入MWに対して問題）

（海外からの要請も）

48項目

1994年18項目

1986年（条件緩和）飲
用
適

50項目の
水

51項目
検討

50項目

清涼飲料水に使用している水の種類別工場数類 場数
（565 工場）

井戸水を使用
している工場数

74 工場（13%）

している工場数

水道水を使用
している工場数

491工場（ 87%）491工場（ 87%）

２００８年現在
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平成19年度 地下水基準超過率調査

（平成20年 環境省 水・大気環境局）

清涼飲料水の原水の考え方について

清涼飲料水の原水は食品の原料であるので、水
道法の生活上支障関連の項目（例えば石鹸の泡道法の生活上支障関連の項目（例えば石鹸の泡
立ちのためなど）は不要と思われる

（硬度、蒸発残留物、ｐH値、塩素イオン、有機リン）
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